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景気動向指数（2024 年 12 月）  
 ～基調判断は「下げ止まり」で据え置き。一進一退の推移が続く～ 
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２ヵ月ぶりの上昇も、一進一退の域を出ず 

内閣府から公表された 2024年 12月の景気動向指数では、ＣＩ一致指数が前月差＋1.4ポイントとな

った。内訳では、輸出数量指数や投資財出荷指数のプラス寄与が大きい。ＣＩ一致指数は２ヵ月ぶり

の上昇だが、11月に前月差▲1.4ポイントと低下していた反動の面も大きい。均してみれば一進一退

で横ばい圏内の動きと判断される。 

 

基調判断は「下げ止まり」で据え置き 

ＣＩ一致指数の基調判断は「下げ止まり」で据え置かれた。これで８か月連続の「下げ止まり」判

断であり、ＣＩ一致指数が方向感に欠ける動きが続いていることが改めて示されている。 

先行きについても方向感に欠ける動きは続く可能性が高い。12月の鉱工業生産指数は前月比＋0.3％

と小幅上昇となり、10-12月期で見ても前期比＋1.3％と増産に転じたが、同時に公表された製造工業

生産予測では、１月は経済産業省による補正試算値で前月比▲2.1％と低下が見込まれるなど、１-３

月期の鉱工業生産が再び減産に転じる可能性も示唆されている。ＣＩ一致指数と連動する傾向がある

鉱工業生産についてもやはり一進一退の域を出ていない。ＣＩ一致指数の基調判断も、当面「下げ止

まり」が継続する可能性が高いと予想される。 

 

 

（出所）内閣府「景気動向指数」
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